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　新川（１６号線）沿いのふるさとステーション
を防災の拠点にすることに、日本共産党は以前
から疑問を投げかけていました。市は「国から
の事業」「防災マップの危険区域からぎりぎり外
れている」と答弁していました。
２０２５年度予算は、防災道の駅事業に約２１
億円をつぎ込み、その内の７割（約１５億円）は
市債となっています。
しかし、「防災道の駅整備事業」と銘打ってい
ますが「老朽化した建物のリニューアルのため
に「緊急防災・減災事業債」は使えないと予算

委員会で答えています。また、新たな建物（レス
トラン）も計画されています。
　他の公共施設でも老朽化が著しいものはたく
さんある中で、道の駅だけに２１億円もかけて
今リニューアルする必要があるのか疑問です。
不要不急の事業は凍結するべきと日本共産党は
主張しました。

２０２５年度予算は５月に市長選挙が行われ
ることから、骨格予算としています。しかし、
１０億円を超える４つの大型事業が予定されて
おり、財政調整基金（家庭でいう貯金）約３０億
円のうち１９億円を取り崩し、市債（借金）は近
年になく増加し約８５億５千万円にもなります。
防災道の駅など不要不急な事業が含まれてい
るため日本共産党は、一般会計予算の組替えを
提案しました。
　組替えの内容は、八千代市の予算８３３億円

のうち、わずか１.２％を活
用して、学校体育館にエア
コンの設置、コミュニティバ
スの試行運転、さらに学校給食費の無償化を拡充、
加齢性難聴者への補聴器購入助成などです。
また、国民健康保険事業特別会計についても
国民健康保険料を１世帯あたり１万円減額する
など、暮らし優先の組替えを提案しました。
しかしながら、賛成者少数で否決されてしまい
ました。※議決結果は裏面をご参照ください。

八千代市2025年度予算八千代市2025年度予算

防災道の駅事業は凍結せよ！防災道の駅事業は凍結せよ！防災事業に
ならない
防災事業に
ならない

「防災道の駅やちよ・八千代ふるさとス

テーション」の基本設計が完了しました。

（八千代市ホームページ）

https://www.city.yachiyo.lg. jp/soshiki/39/42419.html

　東日本大震災を教訓として、喫緊の課題である防

災・減災対策のための地方単独事業を全国レベルで

早急に進めることができるように国が創設した事業

債です。２０２４年度からはドローンやトイレカーな

どの整備を追加するなど、対象事業を拡大していま

す。国からの充当率は１００％（元利償還金の70％を

地方交付税措置することになっています）

※参照：自治体施設・インフラの老朽化対策・防災

　対策のための地方債活用の手引き R6.10（総務省） 

●参考１：ふるさとステーション●参考１：ふるさとステーション

●参考２：緊急防災・減災事業債●参考２：緊急防災・減災事業債

市民の暮らし優先の組替えを提案市民の暮らし優先の組替えを提案



法律相談会 奇数月 第３木曜日 午後２時～４時

 　　 
【場所】市役所４階 日本共産党控室
●予約が必要です。議員へ直接ご連絡ください

２０２５年３月議会 主な議案・請願・発議案に対する議決結果 ○：賛成、×：反対、除：除斥、退：退席、欠：欠席
議長は採決に加わらず　敬称略

無
料
ブラック企業雇用問題・サラ金・医療・介護・年金・税金・
教育・子育て・生活保護・地域の要求。何でもどうぞ！

令和７年度八千代市一般会計
予算に対する組替え動議
令和７年度八千代市国民健康保険事
業特別会計予算に対する組替え動議
加齢性難聴者の補聴器購入助
成制度の創設を求める請願
訪問介護の基本報酬を始めとした介護
報酬の引上げを求める意見書について
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議決
結果

否決 〇〇〇×××××××欠 ××××××　××××××××〇×

〇〇〇×××××××欠 ××××××　××××××××〇×
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〇〇〇×××××××欠 ××××××　×××〇×〇×〇〇×

否決

不採択

否決

日本共産党 市民クラブ 自由民主党 公明党 八千代市民に
寄り添う会
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団地内に小学校を再開するべき団地内に小学校を再開するべき

学校がなくなって３年学校がなくなって３年
「子育て世代が減少」「子育て世代が減少」

２０２５年（春季号）２０２５年（春季号）八千代市議団ニュース八千代市議団ニュース

　誰もが自由に移動できる「交通権」は基本的
人権の一つです。日本共産党は、市内のどこに
いても便利な公共交通を求めています。
　八千代市地域公共交通計画（２０２４年３月策
定）では、北部エリアについて「ニーズの詳細調
査・実証運行に向けた検討」が始まっています
が、市の南部地域については、「交通は
一定程度発達した状況にあり、アクセ
スはおおむね可能」という立場です。
しかし、市民からは「コミュニティバス
が欲しい」という声が日本共産党のも
とに届いています。

米本団地は、１９７０年に住宅公団（現ＵＲ都市
機構）によって衣食住の環境とあわせて学校な
ど公共施設が整備された街として完成しました。
しかし、２０２２年４月、統廃合によって米本
団地内にあった２つの小学校がなくなり団地か
らは子育て世代が減少しています。

日本共産党は、地域の魅力を取り戻すために、
「団地内に小学校を再開するべき」と求めましたが、
八千代市は「まちづくり」の視点で学校の必要性を

小学校がなくなってしまった米本団地小学校がなくなってしまった米本団地

　日本共産党は、議場において参考資料として
“近隣市のコミュニティバス運行状況”を示しな
がら近隣市と同じようにコミュニティバスの運
行を積極的に拡充することを要望しました。
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認識していません。日本共産
党は、引き続き暮らしやすい
街づくりを求めていきます。

コミュニティバス運行の拡充を求めるコミュニティバス運行の拡充を求める近隣市の
　ように
近隣市の
　ように

（R５/3/31現在千葉県調べ）

＜近隣市のコミュバス運行状況＞
　　　　＜運行ルート数＞　　＜運賃＞　　  ＜市の負担額＞ 
八千代市 市内１コース　　 170円　　　　  846 万円
佐  倉  市　市内5コース　　　200円　　　　9164万円 
鎌ヶ谷市　市内5コース　　　100円　　　 7472万円 

印  西  市　市内6コース　　　100円　　 1億1568万円 
習志野市　市内5コース　160円～310円　 6500万円 


